
■一已小学校　豆腐作り
■青年部 東北・北海道大会
■助け合い組織合同講習会　開催
■農業フォーラム2026  開催
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～ 今月のヘッドライン ～

3  月号

　おかげさまで、「広報誌JAきたそらち」は創刊300号を
迎えました。それを記念して、今回の表紙はこれまでの広
報誌の表紙を使って、JA施設と田園のモザイクアートに
挑戦しました。これからも「広報誌JAきたそらち」をど
うぞよろしくお願いいたします。

ＪＡきたそらち
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～農業振興を通じて地域社会へ貢献～
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　これまで発行してきた「JAきたそらち広報誌」の表紙をいくつかピックアップして紹介します。それぞ

れの季節や地域の魅力を映した表紙には、その時の思いが詰められています。ぜひご覧ください。

記念すべき第1号！26年前
から始まった広報誌。本所
前のテープカットの瞬間が
掲載されました。

歴代の表紙ものがたり歴代の表紙ものがたり歴代の表紙ものがたり歴代の表紙ものがたり

5年が経ち、表紙もカラー
になりました。下地さんご
夫妻が栽培しているアルケ
ミラモリスの写真です。

白い花が咲く広大なじゃが
いも畑と山並み。フルアー
トの表紙はやはり開放感が
あります。

第１号 第５０号 第１００号

メロンの収穫作業と、ラジヘ
リで田んぼを防除中の橋本貴
之さん。現代はドローンが主
流。時代の流れを感じます。

各市町での新米まつり。例
年通り賑わっています。ま
た、200号記念にキャンペ
ーンも実施しました。

この辺りから、今の広報誌
のデザインになりました。
所々違う箇所がありますの
で探してみてください。

第１５０号 第２００号 第２５０号
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米・そば・日本酒を味わう米・そば・日本酒を味わう

　1月29日、30日の2日間、札幌駅前通地下歩行空間にて北

海道発掘マガジン「JP01」と連動したイベント「JP01まつ

りinチ・カ・ホ」が開催され、当JAからふかがわまい生産組

合が出店した。同イベントは、札幌市の総合商研（株）が同誌

最新号の発行にあわせて開催したPRイベントで、会場では全

道各地の市町村などが観光PRをはじめ、米や野菜、加工品な

ど特産品の販売を行った。

　当組合は、精米したてのふかがわまい「ふっくりんこ」の5

合升すくい取り販売を行い、２日間合計355回のすくい取り

で480㎏を売り上げた。大人から子供までたくさんの方に参

加いただき大盛況となった。

　来場者は「昨日すくい取りをして、食べたらとてもおいしかっ

たので今日も来ました」「今はお米が高く、このすくい取りは

安くてお得なのでたくさんすくっていきたいです」と話した。

【深川支所　亀島】

JP01まつりinチ・カ・ホで
ふかがわまいを販売
JP01まつりinチ・カ・ホで
ふかがわまいを販売

　1月27日、雨竜町、北竜町、沼田町の3町で収穫した”米”と”そば”、”日本酒”のおいしさを競う「第9

回３町うまいっしょグランプリ」が沼田町健康福祉総合センターふれあいで開催され、各町長や役場職員、

当JA職員ら48名が参加した。

　食味審査の結果、今年は沼田町が米部門と日本酒部門で、雨竜町がそば部門でそれぞれ優勝した。

　今回の審査では、米は３町それぞれの「ゆめぴりか」、そばは「キタワセ」を食べ比べた。また、日本

酒は雨竜町産酒米「吟風」の「純米吟醸　うりゅう（金滴酒造）」、沼田町産酒米「彗星」の「雪なごり瑞華（高

砂酒造）」、北竜町産酒米「彗星」の「北竜彗星　特別純米（金滴酒造）」が使用された。

　審査に参加した職員か

らは「米、そばはどの地

域も甲乙つけがたいおい

しさだった。日本酒はそ

れぞれに特徴があり、審

査にとても苦慮した」と

の声が聞かれた。

【北竜支所　阿部】

北竜支所

深川支所
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　2月7日と8日、JA木野が運営するスーパーマーケット・ハピオ木野店（音更町）でお米の販促イベ

ントを実施し、ふかがわまい生産組合が参加した。地域の消費者へ直接おいしさを伝える機会として毎年

行っているイベントで、今年も多くの来店者で賑わった。

　今回のイベントでは「ふっくりんこ」の5㎏袋を販売し、さらに購入者には「ふっくりんこ」300g袋

をプレゼントするキャンペーンを実施。「毎年楽しみにしている」

との声も聞かれ、2日間を通して好評を得た。さらに、ふかが

わまいのキャラクターである「こめッち」もイベントに参加し、

子どもたちを中心に写真撮影や交流を楽しむ姿が見られ、会場

を盛り上げた。

　来店者の中には「こめッちに会いに釧路から来ました。おい

しいお米も買っていきます」と話す人もいた。

【深川支所　亀島】

　１月26日、1月28日、当JAイチヤン加工室で一已小学校６年生が、豆腐と卯の花作り体験を行った。

手作り味噌の販売や豆腐作りなどを行っていた、 一已地区の女性有志6人が指導した。この取り組みは、

同校の総合学習の一環で毎年行われており、昨年５月に農業センターで大豆(ユキホマレ)播種を行い、

10月に脱穀作業したものを今回の豆腐作りに使用した。

　28日には児童25人が参加。豆腐作りでは大豆をすり潰す作

業からスタートした。こぼさないよう慎重に機械に投入し、大

きな鍋で煮た後、豆乳とおからに分けた。豆乳を味見した児童

たちは、「初めて飲んだけど、甘くておいしい！」と話した。最

後ににがりを入れ、重しで水分を抜き完成すると「想像以上に

大きい」「きれいでおいしそう！」と自分たちで作った豆腐の仕

上がりに喜んでいた。

　卯の花作りでは、ごぼうや玉ねぎ、鶏肉などを切る作業に挑戦。

玉ねぎのみじん切りやごぼうのささがきに苦戦しながらも、協

力して取り組み、おからと炒めて、おいしそうな卯の花が出来

上がった。

　児童たちは、自分たちで育てた大豆が豆腐や卯の花に変わる

過程を体験し、食の大切さや加工の大変さについて学ぶ貴重な

機会となった。

【営農企画課　坪】

育てた大豆が豆腐に！

一已小6年生が豆腐・卯の花作り体験
深川支所

ハピオ木野店でふかがわまいをPRハピオ木野店でふかがわまいをPRハピオ木野店でふかがわまいをPRハピオ木野店でふかがわまいをPR
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　2月5日、「北育ち元気塾」の第7回研修会および閉講式がJA北いぶき秩父別本所にて行われ、元気塾

生や関係機関など31人が出席した。

　始めに同年度最終となる第7回研修会が開催され、お米の食べ比べが行われた。普及センター北空知支所

の山黒彩菜専門普及指導員が6種類の白米の品種について説明した後、塾生はクイズ形式で食べ比べた。頭

を悩ませながらも、食味を頼りに正解の「ななつぼし」を導き出している塾生もいた。次に「北竜ひまわり

すいか」をテーマに北海道指導農業士の渡邊俊成氏(北竜町)によ

る講演が行われ、自身の経歴を交えながら、栽培管理や収穫方法、

これまでの実績について説明した。

　研修会に引き続き、閉講式では、同塾を主催・運営する北空知

農業後継者育成支援協議会の中西秀幸会長が「塾生の皆さんが経

験して学んだことは、今後の営農人生の大きな財産となる。当塾

を卒業した後も交流を絶やすことなく営農に励んでいただき、困難

に直面した際も各地域の指導農業士に気兼ねなく相談していただき

たい」と挨拶。続けて皆勤賞表彰や卒業証書の授与が行われた。

2年間の研修課程を修了した塾生16人のうち当日出席した塾生へ

中西会長から卒業証書が手渡された。そして最後に令和7年度の

研修実績の報告が行われ、今年度の元気塾の活動が締めくくられ

た。

【営農企画課　河端】

「北育ち元気塾」第7回研修会・閉講式

　2月10日、12日、13日の3日間、深川市の拓殖大学北海道短期大学で「令和7年度　新規就農者等冬

期集中講座」が開かれ、北空知管内の就農希望者や農家後継者、女性農業者など24人が参加した。

　12日には、BASFジャパン(株)の池町健太氏を講師に迎え、「スマート農業の最先端『xarvio® FIELD 

MANAGER(ザルビオ・フィールド・マネージャー )』について」と題し、講義を行った。ザルビオは、人

工衛星センシングやAI予測といった最新技術で、圃場の状況を自動的にデータ化しスマート農業に拍車をか

けているサービスだ。主に水稲、大豆、小麦・大麦などの作物に対応しており、品種や気象データからの「生

育予測」や「病害虫予測」、推奨除草剤と散布適期を知らせる「雑草管理」などの機能を紹介した。

　また、ザルビオを利用している北空知指導農業士・農業士会の中西秀幸会長は「大変だった圃場管理が画

面1つで分かり、広大な農地が管理しやすくなった」と実体験を語った。

　参加した受講者も「作物の生育状況が一目で分かり、施肥を無駄な

く撒けるのでやりやすそう」と話した。

　その他、10日と13日には、同短大の教授や講師による「加工と六

次産業化について」「簿記・経営分析について」など、農作物や農業

経営の基礎知識に関する講座が行われた。

【営農企画課　坪】

拓殖短大で新規就農者等冬期集中講座拓殖短大で新規就農者等冬期集中講座

若手農業者のスキルアップに若手農業者のスキルアップに

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより

　１月29日、JA空知青年部連合会北ブロックが本年度の通常総会を当JAで開催し、北ブロック管内の青年部

（JAきたそらち、JA北いぶき）盟友39人が出席した。

　開会にあたり岩倉竜矢代表理事は「本総会はこれまでの活動を振り返るとともに、今後の方針を共有する場。

ぜひ活発な意見を頂戴し、有意義な総会にしたい」と挨拶。

　議事では柏木洋輔氏（深川支部）を議長に選出し、事業・決算報告並びに事業計画・予算案などが原案通り承

認された。また役員改選により、令和8年度の代表理事を務めることとなった横窪佑樹氏（幌加内支部）は「今

回の新役員は大変心強いメンバー。役員一同、力を合わせて頑張るので、皆さまのご支援をよろしくお願いしたい」

と就任挨拶を行った。

　なお、新役員は下記の通り。

【営農企画課　坪】

JA空知青年部連合会北ブロック　通常総会
新代表に幌加内支部の横窪氏

　2月17日、都市部の中学生・高校生を対象に農業体験型の修学旅行の受け入れを行う「元気村・夢の農村塾」（村

上はるみ塾長）が、音江町のアグリ工房まあぶで総会を開催し39人が参加した。

　開会にあたり村上塾長は「農業農村体験は子どもたちにとって貴重なものであり、昨年まで18,700人の子ども

たちを受け入れてきた。この体験は、私たちそして子供たちの人生も豊かにしてくれる。ひいては、この地域も豊

かにするものだと信じている」と挨拶した。

　議事では、令和7年度の活動・決算報告、令和8年度の活動計画等が原案通り承認された。計画の中では、会

員数の増加のために昨年度作成したホームページのPR、チラシやポスター作りに努めることを報告した。他にも、

令和8年度は7校を受け入れる予定と報告した。

　また、深川市「馬事考房」の野谷夏海氏を講師に迎え「『世話になるなら、近くの人』という生き方」と題した

講演会も行われた。

【営農企画課　坪】

「出会いは人生の種まき」「出会いは人生の種まき」

第25回元気村・夢の農村塾　総会第25回元気村・夢の農村塾　総会
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

役職 氏名 JA名 支部
代 表 理 事 横窪　佑樹 きたそらち 幌加内
副代表理事 熊谷　　俊 北いぶき 妹背牛
理 事 大井　研太 きたそらち 深 川
監 事 山岡凌太郎 北いぶき 沼 田
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　1月20日および21日の2日間、東北・北海道農協青年組織協議会が主催する「令和7年度　東北・北海

道地区JA青年大会」が山形県鶴岡市の東京第一ホテル鶴岡で開催された。北海道および東北6県からJA青

年部盟友ら約350人が集まり、そのうち当JA青年部からは11人が出席した。

　20日に行われた「JA青年の主張発表大会」では、昨年の空知大会および全道大会で勝ち上がり、北海道

代表となった当JA青年部の庄司俊喜氏（深川支部）が『変わらぬ過去と創る未来』と題して出場。その中で、

青年部の存在意義と活動の大切さやその魅力、また交友関係を築くためにも積極的な声掛けを行うことの重

要性を訴え、「気づいても何もしない大人になりたくない」「言葉とつながりは、人を支える力になる」など

と熱く語った。会場では、当JA青年部をはじめ、同じ北海道内から参加した盟友らが応援隊となって声援

を送り、絆を感じさせる光景が広がった。主張発表大会の後は「JA青年組織活動実績発表大会」も行われた。

　翌21日には、東北農林専門職大学の小沢亙 農林業経営学部長による「農業の未来と次代を担う農業経営

者に期待すること」と題した記念講演が行われた後、各発表大会の審査結果が発表された。庄司氏の発表は

惜しくも最優秀賞には届かず、優秀賞となった。また「JA青年組織活動実績発表大会」ではJAたいせつ青

年部（上川地区）、「PR動画コンテスト」ではJAうらほろ青年部（十勝地区）がそれぞれ最優秀賞を受賞し、

全国大会への出場を決めた。

　庄司氏は「結果は優秀賞となり悔しい思いもあるが、当JA青年部をはじめ、地元の方々やご支援いただ

いた関係者の皆さまのおかげで良い発表、良い経験をさせていただいた。ご声援いただき、誠にありがとう

ございました」と感謝の言葉を述べた。

【営農企画課　河端】

庄司氏が北海道代表として主張発表庄司氏が北海道代表として主張発表
東北・北海道地区JA青年大会東北・北海道地区JA青年大会

※庄司氏による「JA青年の主張発表大会」の原稿全文を次ページ
より掲載いたしますので、ぜひご覧ください。

青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
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っ
て
い

た
為
、
自
分
も
将
来
農
家
に

な
る
の
だ
ろ
う
と
漠
然
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
な
ん
と
な
く
就
農
し
、

父
親
と
一
緒
に
農
業
を
始
め

ま
し
た
。
軽
い
気
持
ち
で
始

め
た
農
業
で
す
が
、
父
親
に

は
作
業
の
度
に
怒
ら
れ
、
一

人
作
業
が
多
い
事
か
ら
孤
独

な
時
間
が
多
く
、
自
分
は
こ

れ
か
ら
農
家
を
一
生
の
職
業

と
し
て
続
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
当
時
の
Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
青
年
部
納
内
支
部

の
先
輩
が
青
年
部
に
誘
っ
て

く
れ
た
事
か
ら
、
断
る
理
由

も
な
く
、
ど
ん
な
組
織
か
わ

か
ら
な
い
ま
ま
青
年
部
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
青

年
部
の
仲
間
と
の
飲
み
会
で

自
分
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を

相
談
し
た
所
、「
そ
ん
な
の
、

皆
一
緒
だ
よ
」「
お
前
は
ま
だ

い
い
方
だ
よ
、
う
ち
な
ん
て

も
っ
と
大
変
だ
ぞ
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
自
分
が
抱
え
て

い
る
悩
み
は
皆
抱
え
て
お
り
、

そ
れ
で
も
笑
顔
で
楽
し
く
農

家
を
や
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
孤
独
だ
と
思
っ
て
い
た

農
作
業
も
皆
が
や
っ
て
い
る

と
思
う
と
孤
独
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

私
が
就
農
し
た
時
は
、
米
・

小
麦
・
そ
ば
・
花
を
作
付
け

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
農
作

業
に
も
慣
れ
て
き
た
頃
、「
自

分
で
考
え
て
新
た
な
作
物
を

作
っ
て
み
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の

農
作
業
が
落
ち
着
く
期
間
は

い
つ
か
？
自
分
の
圃
場
に

合
っ
た
作
物
は
何
か
？
と
い

う
事
や
、
青
年
部
の
仲
間
や

農
協
職
員
か
ら
色
々
な
作
物

の
話
を
聞
い
た
中
で
、
新
た

に
さ
く
ら
ん
ぼ
・
イ
チ
ゴ
苗
・

サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
け
を
始

め
ま
し
た
。
ど
の
作
物
も
１

年
目
か
ら
上
手
く
い
く
事
は

無
か
っ
た
の
で
す
が
、
困
っ

た
時
に
青
年
部
の
仲
間
に
相

談
し
な
が
ら
、
今
も
継
続
し

て
作
付
け
す
る
事
が
出
来
て

い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は
な
ん

と
な
く
は
じ
め
た
農
業
で
、

父
親
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
こ

な
す
毎
日
で
し
た
が
、
新
た

に
始
め
た
作
物
を
自
分
が
主

導
で
や
る
よ
う
に
な
り
、
農

家
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
作

物
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
栽

培
方
法
や
病
害
虫
等
に
悩
む

こ
と
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
悩
み
も
青
年
部
の
仲
間

が
解
決
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
み
な
さ
ん
に
と
っ

て
「
青
年
部
」
と
は
、
ど
ん

な
存
在
で
し
ょ
う
か
？
農
業

の
勉
強
を
す
る
場
所
、
経
営

の
勉
強
を
す
る
場
所
、
情
報

交
換
を
す
る
場
所
等
、
そ
の

人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
青

年
部
の
存
在
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
の

青
年
部
は
、
一
緒
に
汗
を
か

き
、
一
緒
に
笑
い
合
い
、
と

き
に
は
悩
み
や
愚
痴
も
打
ち

明
け
ら
れ
る
、「
孤
独
な
農
業

を
、
孤
独
じ
ゃ
な
く
し
て
く
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れ
る
場
所
」
で
す
。
収
穫
の
喜

び
も
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
不

安
も
、
経
営
の
悩
み
も
、
誰
か

と
共
有
で
き
る
だ
け
で
、
前
を

向
く
力
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、今
改
め
て
思
う
の
で
す
。

こ
の
場
所
を
も
っ
と
大
切
に
し

た
い
。
も
っ
と
「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
」
が
深
ま
る
場
所
に

し
て
い
き
た
い
。
誰
か
の
一
言

で
励
ま
さ
れ
、
救
わ
れ
た
経
験

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た

関
係
性
の
尊
さ
を
私
は
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
心
を
開
い
て
話

せ
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
日
々
の
仕
事
や
人
生
の
大

き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
の
支
え
で
あ
っ
た

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
青
年
部
納
内

支
部
も
数
年
前
か
ら
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
私
が
入
部
し

た
10
年
前
は
20
人
ほ
ど
い
た
盟

友
も
、
３
年
前
に
は
半
数
の
10

人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
、
盟
友
全
員
が
今
後

の
青
年
部
活
動
継
続
を
懸
念
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
た
納
内
支
部
・
多
度
志

支
部
・
深
川
支
部
・
音
江
支
部
・

一
已
支
部
の
深
川
市
内
青
年
部

５
支
部
が
合
併
に
向
け
て
協
議

を
重
ね
ま
し
た
。
協
議
を
重
ね

る
中
で
地
域
ご
と
に
慣
習
も
違

え
ば
考
え
方
も
違
い
、「
果
た

し
て
一
つ
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
感
じ
た
事
を
覚
え
て
い

ま
す
。
実
際
、
合
併
に
向
け
た

会
議
は
夜
遅
く
ま
で
続
き
、
時

に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、

重
た
い
空
気
が
流
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
最

後
ま
で
話
し
合
い
を
や
め
な

か
っ
た
の
は
、「
こ
の
青
年
部

を
よ
り
良
い
場
所
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

そ
ん
な
合
併
に
向
け
た
話
し

合
い
が
実
り
、
一
昨
年
に
５
支

部
合
併
し
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
青

年
部
深
川
支
部
と
な
り
ま
し

た
。
合
併
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

出
会
え
な
か
っ
た
仲
間
と
つ
な

が
り
、
新
し
い
考
え
や
知
識
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
違
い
は
む
し
ろ
刺
激
と

な
り
、
互
い
を
高
め
合
う
力
に

な
り
ま
し
た
。
合
併
は
単
な
る

組
織
の
統
合
で
は
な
く
、
私
た

ち
に
「
新
た
な
出
会
い
」
と
「
新

た
な
気
づ
き
」
を
与
え
て
く
れ

た
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ
合
併
し

て
間
も
な
い
組
織
で
65
人
い
る

盟
友
を
全
員
把
握
す
る
事
は
出

来
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
人
一
人

と
積
極
的
に
対
話
し
、「
心
を

開
い
て
話
せ
る
仲
間
」
を
ど
ん

ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
最
近
、
隣
に
い

る
仲
間
に
声
を
か
け
て
い
ま
す

か
？
声
を
か
け
る
だ
け
で
、
仲

間
の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
事
が

あ
り
ま
す
。
農
業
は
天
候
や
政

策
に
よ
っ
て
収
入
が
大
き
く
変

わ
り
、
１
年
１
年
が
勝
負
の
大

変
厳
し
い
仕
事
で
す
。
そ
の

為
、
精
神
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

や
将
来
へ
の
不
安
が
重
く
の
し

か
か
る
中
、
誰
に
も
話
を
出
来

ず
、
苦
し
ん
で
い
る
人
も
い
ま

す
。
私
自
身
、
青
年
部
の
仲
間

の
一
言
で
救
わ
れ
た
経
験
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
積

極
的
に
声
か
け
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
親
や

仲
間
に
助
け
て
も
ら
っ
て
ば
か

り
で
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
で

も
、「
気
づ
い
て
も
何
も
し
な

い
大
人
に
は
な
り
た
く
な
い
」

そ
の
思
い
だ
け
は
、
強
く
持
っ

て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
仲
間

が
、
私
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。「
言
葉
と
つ
な
が
り
は
、

人
を
支
え
る
力
に
な
る
」
と
。

　

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
は
、

も
っ
と
交
流
を
深
め
、
笑
い
合

う
だ
け
で
な
く
、
互
い
に
支
え

合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
誰
か
が
困
っ
て
い
た

ら
、気
づ
け
る
人
に
。
そ
し
て
、

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
、
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
る
人
に
。
私
た

ち
の
そ
う
し
た
姿
勢
が
、
や
が

て
地
域
全
体
の
活
力
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
青
年
部
の
中
で
築
い

た
こ
の
文
化
が
、
や
が
て
地
域

全
体
に
広
が
っ
て
い
く
事
を
私

は
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
亡
く
な
っ
た
仲
間

に
伝
え
た
い
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
あ
な
た
の
存
在
が
、
皆

に
多
く
の
気
づ
き
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
よ
」、
そ
し
て
「
私

が
、
次
の
世
代
を
支
え
て
い
く

か
ら
、
安
心
し
て
ほ
し
い
」

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
言

葉
を
言
い
続
け
ま
す
。「
最
近
、

ど
う
？
」「
何
か
悩
み
は
な
い

か
？
」
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　1月22日、JAきたそらち助けあい組織（6組織）が災害時の調理方法を学ぶ合同講習会を開催し、18

人が参加した。講師は、自らも納内のボランティアグループれもん会員である栄養士の宮崎美由紀氏が務めた。

　宮崎氏はまず、災害時の食事の課題について「災害時に支給される食料はパンやおにぎりが多く、野菜が

不足しがちになるため普段から野菜を冷凍保存しておくと便利」と説明した。

　講習会では、ポリ袋調理を実演した。冷凍食品や缶詰などの材料を

ポリ袋に入れて湯煎する方法で、短時間でサバカレーなど計6品を調

理した。この調理方法では、洗い物を最小限に抑えられるうえ、お湯

が汚れないためそのまま再利用でき、節水にもつながるというメリッ

トがある。

　試食した参加者からは「ボリュームがあり野菜もたくさん取れてお

いしかった」「同時調理ができるため、短時間で何品も作れて便利」

といった感想が寄せられた。

　宮崎氏は「普段使いの缶詰や賞味期限の長い食品などを少し多めに

買い置きし、使った分だけ新しく買い足すことで、常に一定量を家庭

で備蓄しておくともしもの時に安全です」と締めくくった。

【農業振興部　高桑】

～メニュー～

・白米　・サバカレー　・豚肉と野菜の生姜煮　・オムレツ

・高野豆腐のプディング　・みそ玉

助け合い組織合同講習会開催助け合い組織合同講習会開催助け合い組織合同講習会開催助け合い組織合同講習会開催

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部

　2月13日、JAきたそらち女性大学カレッジあみてぃえ5期生第6講として「どうなる、どうする日本のお米」

と題した講演会が開催され、女性大学5期生及び卒業生18人が参加した。

　講師には、当JAの佐藤一久常務を迎えた。冒頭では、国がお米の生産・流通を管理する仕組みと二重価

格構造が生んだ生産者・消費者・政府の対立について語られた。続い

て世界のお米事情では、コンビニのおにぎりや恵方巻に輸入米が多く

使われていることが明かされ、参加者から驚きの声が上がった。令和

のコメ騒動が起きた原因としては、生産量と需要量の両方を見誤った

ことが挙げられた。さらに、需要に対して生産者が減少しており、コ

メ政策見直しの重要性が語られた。

　講演の中で佐藤常務は「お米の安定供給には、需要に応じた生産を

維持し、お米を作り続ける環境を整備することが大切。需要に対して

ある程度余裕を持たせた生産や、コメ流通の簡素化も課題の一つ。生

産者と消費者の価格ギャップを解消するために、コメ政策の見直しと

農林水産予算の拡充が必要」と語った。

　参加者は「ニュースだけでは理解しにくいことも分かりやすく知る

ことが出来た」「恵方巻は日本の文化だが、輸入米が使われているこ

とに驚いた」と感想を話した。

【営農企画課　石野】

JAきたそらち女性大学カレッジあみてぃえ５期生第６講
「どうなる、どうする日本のお米」

JAきたそらち女性大学カレッジあみてぃえ５期生第６講
「どうなる、どうする日本のお米」

JAきたそらち女性大学カレッジあみてぃえ５期生第６講
「どうなる、どうする日本のお米」

JAきたそらち女性大学カレッジあみてぃえ５期生第６講
「どうなる、どうする日本のお米」
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　1月29日、深川市農民協議会がラ・カンパーニュホテル深川で「農業フォーラム2026」を開催し、行

政や関係機関など123人が参加した。

　岡田博樹委員長はあいさつで、フォーラムが1997年から続き、今年で26回目を迎えたことに触れ、「深

川市農業の在り方や農業所得の確保、農業政策について学び、提言する場として開催してきた」と述べた。

また近年は国際紛争や円安の影響により生産資材価格の高止まりが続き、農業経営への影響を懸念するとと

もに、物価高に対応した農業政策の推進が必要との認識を示した。

　本年度は「農福連携」をテーマに講演を実施。「北海道における農福連携の動向」と題し、農福連携促進事

業委託業務を受託する（一社）れんけい理事の大泉浩一氏が、道内の取り組み状況や制度の概要を説明した。

　続いて、北海道農政部農業経営局農業経営課調整係・農業経営・企業連携サポート室の品田憲人氏が、「農

福連携の取り組みについて」と題して講演し、農福連携技術支援者の派遣状況などを紹介した。

　深川市では当JAを中心に農福連携を実践しており、農福技術支援者の資格を持つJA職員が、生産者と福

祉事業所の橋渡し役を担っている。当JAの取り組みは、労働

力不足と福祉分野の課題解決を両立する事例として評価されて

いる。

　質疑応答では、水稲を中心とした春作業への導入方法や労働

時間、賃金、支援員の関わり方などについて質問が相次いだ。

参加者からは「農業における社会貢献のあり方を考える機会に

なった」との声が聞かれ、農福連携への関心の高まりがうかが

えた。

【営農企画課　松本】

　1月29日、深川市農業対策協議会がラ・カンパーニュホテル深川で定期総会を開き、行政や関係機関な

ど51人が出席した。

　辻本吉和本部長は冒頭のあいさつで、近年の農業情勢について触れ、「米価は高水準で推移しているが、消

費者からは高いと受け止められている現状もある。こうした状況を理解していただきながら進んでいく必要

がある」と述べた。また、政府備蓄米放出による今後の米価動向や、近年の高温による畑作物の収量への影響、

生産資材価格の高止まりなどを挙げ、「生産費が上昇する中で、販売価格が伴わなければ農業経営は厳しさを

増す」との認識を示した。総会では、提出された議案についてはすべて原案どおり承認・可決された。

　議事に先立ち、「クリーンライスふかがわ生産販売拡大委員会」

による共励会表彰が行われ、優れた取り組みを行った生産者6

名に対し、賞状と記念品が贈られた。

　菊入等副本部長は、協議会活動について「深川農産物の応援

団として取り組んでいきたい」と意欲を示すとともに、2027

年に予定されている水田政策の見直しを注視しながら、稲作を

基幹とする深川農業の振興に向け、関係機関が連携して対応し

ていく考えを示した。

【営農企画課　松本】

農福連携への理解深める農福連携への理解深める農福連携への理解深める農福連携への理解深める

深川市農業対策協議会 定期総会を開催
米価動向や生産コスト上昇に理解求める

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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経
営
理
念
は
特
別
な
人
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

パ
ソ
コ
ン
ひ
と
つ
で
、
あ
な
た
の
農
場
の

想
い
を
言
葉
に
で
き
ま
す
。

　

人
が
集
ま
り
、
誇
り
が
育
つ
農
業
経
営
へ

　

―
―
そ
の
第
一
歩
を
Ａ
Ｉ
が
支
え
ま
す
。

　

法
人
化
が
進
み
、
従
業
員
を
雇
う
農
業
経

営
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
募
集

を
出
し
て
も
応
募
が
来
な
い
」「
若
い
人
が

続
か
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か
れ
ま

す
。

　

人
手
不
足
の
時
代
に
必
要
な
の
は
、
給
与

や
条
件
の
見
直
し
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

“

こ
の
農
場
は
何
を
大
切
に
し
て
い
る
の

か”

　

を
言
葉
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
の
若
い
世
代
は
、

　

・
ど
ん
な
想
い
で
農
業
を
し
て
い
る
の
か

　

・
ど
ん
な
未
来
を
目
指
し
て
い
る
の
か

　

・
自
分
は
そ
の
一
員
に
な
れ
る
の
か

を
見
て
い
ま
す
。

　

そ
の “

旗
印”

　

に
な
る
の
が
経
営
理
念
で

す
。

「
理
念
な
ん
て
難
し
い
」

「
文
章
を
書
く
の
は
苦
手
」

　

そ
う
感
じ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
今
は
、
Ａ
Ｉ
と
い
う
心
強
い
道
具

が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば “

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ”    

に
、

　
「
北
海
道
で
米
を
作
る
法
人
農
家
で
す
。

人
が
集
ま
り
、
誇
り
を
持
て
る
会
社
に
し
た

い
。
感
動
す
る
経
営
理
念
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。」

と
入
力
す
る
だ
け
で
、
数
十
秒
で
理
念
の
た

た
き
台
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

実
際
に
作
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
次
の
よ

う
な
文
章
が
出
て
き
ま
す
。

―
―
―

春
、
ま
だ
冷
た
い
風
の
中
で
田
ん
ぼ
に
水
を

張
る
。

夏
、
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
で
汗
を
流
す
。

秋
、
黄
金
色
に
揺
れ
る
稲
を
見
て
胸
が
熱
く

な
る
。

私
た
ち
が
育
て
て
い
る
の
は
、
た
だ
の
米
で

は
な
い
。

そ
れ
は
、
家
族
が
そ
ろ
う
夕
食
の
時
間
。

「
お
か
わ
り
！
」
と
笑
う
子
ど
も
の
声
。

遠
く
離
れ
た
人
を
思
い
出
す
、
あ
た
た
か
い

湯
気
。

一
粒
の
米
が
、
誰
か
の
今
日
を
支
え
、
誰
か

の
明
日
を
つ
く
る
。

私
た
ち
は
、
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
る
企
業
で

あ
る
。

―
―
―

　

こ
れ
は
特
別
な
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
が
作
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
が
、
経
営

者
の
想
い
を
整
理
し
、
言
葉
に
し
た
も
の
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ま
ま
使
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
こ
こ
は
違
う
」「
う
ち
は
こ
う
し

た
い
」
と
整
え
て
い
く
。
そ
の
過
程
こ
そ
が

理
念
づ
く
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
理
念
は “

文
章”   

で
終
わ
ら
せ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の

「
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
Ｌ
Ｍ
」
と
い
う
無
料

ツ
ー
ル
を
使
え
ば
、
そ
の
理
念
を
も
と
に
、

　

・
社
内
説
明
用
の
プ
レ
ゼ
ン
資
料

　

・
求
人
説
明
会
用
の
ス
ラ
イ
ド
構
成

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
用
の
文
章

　

・
理
念
紹
介
動
画
の
原
稿

ま
で
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
い
方
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ

ン
で
理
念
の
文
章
を
貼
り
付
け
る
だ
け
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
制
作
会
社
に
依
頼
し
た
り
、

時
間
や
費
用
を
か
け
た
り
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
事
務
所
の
パ
ソ
コ

ン
で
短
時
間
あ
れ
ば
、
理
念
づ
く
り
か
ら
発

信
準
備
ま
で
整
え
ら
れ
る
時
代
で
す
。

　

人
手
不
足
の
本
質
は
、
農
業
に
魅
力
が
な

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
魅
力
が
、

ま
だ
十
分
に
言
葉
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

理
念
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
を
使

え
ば
、
あ
な
た
に
も
作
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
想
い
は
、
き
っ
と
人
を
引
き

寄
せ
る
力
に
な
り
ま
す
。

人
手
不
足
時
代
の
新
常
識

Ａ
Ｉ
で
＂あ
な
た
の
想
い
＂を
理
念
に
す
る

2005 年 12 月、札幌市中央区
で「社会保険労務士法人 ホー
ムラン」を開業。「みんなに喜
ばれるいい会社になろう」を
経営理念に現在約 300 件の顧
問先の労務相談・助成金代行・
401K・給与計算・社会保険
手続き・就業規則作成・研修・
いい会社研究会などを担って
いる。

社労士の一球入魂社労士の一球入魂

社
会
保
険
労
務
士
法
人
ホ
ー
ム
ラ
ン

代
表
社
員
　
社
会
保
険
労
務
士

阿部　　秀樹

～耕す法と農業者への送りバント～～耕す法と農業者への送りバント～

第 3回第 3回

TikTok 配信中

ホームラン社労士 ⚾アベ先生
＠ homerunabe
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金融共済部からのお知らせ
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金融共済部からのお知らせ

イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024
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　篤志者の寄付等からの積立てによって造成されている当JA農業教育振興基金は,令和8年1月末残高は8,997,342円
となっています。
　今後においても当JA組合員教育の実施や地域農業振興のため、優れた農業者の育成を目的として活用させて頂きます。

自：令和7年2月1日～至：令和8年1月31日

項　　目 金　　額 摘　　要

繰越金

その他（貯金利息）

収入合計

9,851,024

11,906

9,862,930

令和7年1月31日残高

【収　入】

項　　目 金　　額

差引残高 8,997,342

摘　　要

道外先進地視察研修助成 865,588

支出合計 865,588

参加者：令和2年～ 5年中の新規就農者7名

実施期間：令和7年11月5日～ 7日

（宮城県、福島県、東京都、千葉県方面）

【支　出】

きたそらち農業教育振興基金　収支報告書

令和８年度　営農組合長
地区名 組　合　名 氏　　　名 構成員 地区名 組　合　名 氏　　　名 構成員

音　江

メ　ム

菊 丘

音 江 東

内 園

音 江 中 央

音 江 西

6

7

10

52

33

◎

〇

○

◎

雨　竜

北　竜

25

16

18

18

29

29

奥　山　晃　一

谷　脇　弘　之

冨　川　裕　一

田　川　大　輔

佐　藤　勝　彦

南 盛

東 栄

西

中 央

本 牧

北 友

藤　本　隼　人

橋　本　貴　之

栂　野　幸　二

柴　垣　恵　一

長谷部　　　朋

小　玉　光　憲計108戸（音　江）

一　已

一 已 北 新

一 已 中 央

一 已 鉄 南

38

40

44

◎

○

本　瀬　修　二

須　田　清　彦

野　原　利　浩
計122戸（一　已）

納　内
納 内 56 ◎庄　司　俊　光

多度志
多 度 志 南

多 度 志 北

33

33

◎

○
西　田　展　好

松　田　　　学
計66戸（多度志）

計135戸（雨　竜）

○

◎

○

◎

○

◎

18

18

23

8

16

8

11

13

15

碧 水

岩 村

美 葉 牛

古 作

板 谷

西 川

和

三 谷

恵 竜

江　田　　　正

松　永　　　尊

竹　谷　　　全

川　島　史　伸

石　井　　　隆

吉　田　　　健

髙　橋　孝　行

尾　崎　浩　郎

川　本　隆　幸
計130戸（北　竜）

幌加内

25

28

23

13

南 幌

幌 中

幌 里

北 幌

熊　野　　　篤
加　藤　一　広
小野田　倫　久
中　河　聖　弘
藤　井　　　祐
畠　山　勝　利
畑　　　正　志
髙　山　勝　行◎印は営農組合長連絡協議会代表者です。

○印は営農組合長連絡協議会副代表者です。
営農組合数　32組合 営農組合戸数　786戸

メ ム 北

メ ム 南

43

37

◎

○
松　本　憲　一

馬　木　逸　男
計80戸（メ　ム）

計89戸（幌加内）

計56戸（納　内）

今年度の各地区営農組合長が決まりましたので、お知らせ致します。
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大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした退　職　者退　職　者退　職　者

◆青果部　青果課 大竹　克哉
令和８年１月20日付

◆金融共済部　渉外課 千石　倖輔
令和８年２月28日付

令和7年度　JAきたそらち太陽光発電所　収支報告 （単位：千円）

項　　　　目

Ｒ7年度発電収入　①

備　　　　　考
6年度実績 計画対比 前年実績対比

金　額 計　画 金　額対　比 対　比

19,315 16,547 22,1762,768 △ 2,861

収　　支　① - ② 10,128 5,546 12,7664,582 △ 2,638

R6.12～R7.11発電分

減価償却費

償却資産税

電気事業税

借入金利息

その他諸費用

支出合計　②

7,069

500

0

0

1,618

9,187

7,597

551

0

508

2,345

11,001

7,069

500

0

0

1,841

9,410

△ 528

△ 51

0

△ 508

△ 727

△ 1,814

0

0

0

0

△ 223

△ 223

点検費、保険費用、管理費

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 1 月実績 前年同月実績 本年 1 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 364 806 17 38

平均価格 836,104 655,627 796,981 616,611

め
す

出場頭数 313 571 31 32

平均価格 715,601 523,644 701,516 510,107

交　

雑

去
勢

出場頭数 27 39 0 0

平均価格 482,941 335,021 0 0

め
す

出場頭数 227 234 73 65

平均価格 445,831 326,874 424,957 334,265

【平均価格は円・税込価格】

 令和７年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
1/14～ 1/15
市場成績
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二月俳句二月俳句二月俳句

青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

●
雨
竜
俳
句
会

　
雪
道
に
未
だ
馴
染
め
ぬ
八
十
路
な
り
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
何
編
も
う
色
と
り
ど
り
の
毛
糸
玉
　
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
冬
晴
れ
や
留
守
電
聞
け
ば
妹
の
声
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
筋
ト
レ
と
覚
悟
凸
凹
雪
の
道
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
　
美
裕

　
雪
景
色
過
剰
な
客
に
荒
ら
さ
れ
り
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
ま
ゆ
玉
の
吊
る
し
飾
り
に
児
が
舞
い
て
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
着
脹
れ
て
忘
れ
て
な
ら
ぬ
恩
一
つ
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
月
と
灯
と
二
つ
の
影
引
く
凍
て
の
道
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
立
春
の
な
ん
ら
変
わ
ら
ぬ
一
日
か
な
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
百
姓
の
根
性
残
し
土
凍
て
る
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
国
訛
露
店
に
列
や
雪
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
日
の
筋
に
吊
ら
れ
て
咲
け
り
君
子
蘭
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

●
土
筆
俳
句
会

　
地
吹
雪
の
つ
づ
く
原
野
や
日
の
け
ぶ
る
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
凍
て
空
や
始
発
客
車
の
発
車
ベ
ル
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
十
二
週
の
エ
コ
ー
写
真
や
風
光
る
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
雑
魚
食
ら
う
胃
の
腑
も
ろ
と
も
寒
の
鍋
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
二
か
月
の
痛
み
和
ら
ぎ
日
脚
伸
ぶ
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
キ
シ
キ
シ
と
足
元
の
先
雪
光
る
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
カ
フ
ェ
ラ
テ
の
口
に
溶
け
込
む
冬
の
朝
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
凍
て
空
に
聳
え
立
つ
な
り
北
の
峰
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
農
道
の
徹
の
緩
み
春
が
来
た
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！

ホームページYouTube
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クロスワードクイズ

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．令和7年12月推定決算について
５．令和8年度事業計画の策定及び経費支出の見直し

について
６．令和7年度月別事業実績について
７．ALM委員会の報告について
８．職員の人事及び業務事故について
９．貸出金の貸付報告について
10．クミカン精算状況について

11．理事者に対する組合員勘定の貸越実績報告について
12．令和7年12月 営農懇談会意見・質問について
13．中干期間延長によるJクレジット申請に係る幹

事会社の変更について
14．米在庫状況について 
15．販売未収金について
16．令和7年度畜産物の販売実績（12月末）について
17．青果・花き集荷販売実績について
18．令和７年度　青果・花き生産振興対策（実績）

について
19．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　組合員の出資減口について
議案第３号　令和8年度　経営定期点検計画の実施

計画について
議案第４号　旅費実費弁償規程の改正について

議案第５号　職員の期末手当の支給について 
議案第６号　農地評価額の見直しについて
議案第７号　貸出金の貸付について
議案第８号　理事者に対する貸出承認について

１．令和8年度役員報酬審議会への諮問について

提
出
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第14回理事会 〈令和8年1月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和8年1月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,136
120
5,217
248
801

当月末
6
0

100
12
4

脱退
2
7
5
2
0

加入
1,140
113
5,312
258
805

当期首１月号の正解は「ガンジツ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

※今月号のクロスワードは休載いたします。

深 川 市　　和田奈津美　様
幌 加 内　　中西久美子　様
北 竜 町　　佐藤　深幸　様

売電金額　491,120円（40円/kwh）

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和８年１月実績

計画対比

前年対比12,278kWh

発電電力
○累計（R７.12～R８.１）

25,779kWh

＋5,958kWh

△460kWh

計画対比　＋5,457kWh　／　前年対比　＋5,378kWh
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@ja_kitasorachi

北海道
深川産 30名

応募期間　３月１日（日）～４月 30日（木）
応募方法　３００号にちなみ身近にあった“３”にまつわるエピソードをご

記入の上、いずれかの方法でご応募ください。

　　　　　　①ハガキで下記住所まで郵送での応募。
　　　　　　②ＦＡＸで下記番号による応募。
　　　　　　③Ｉｎｓｔａｇｒａｍからの応募。

当選発表　当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
　宛先　〒074－００１５　北海道深川市深川町字メム１０号線山３線 5850 番地
　　　　「ＪＡきたそらち農業振興部　営農企画課」
　ＴＥＬ　０１６４－２６－０１３４
　ＦＡＸ　０１６４－２２－１２２８

創刊３００号記念創刊３００号記念

プレゼントキャンペーンプレゼントキャンペーン
アスパラガスアスパラガス

農業振興部　営農企画課からのお知らせ

Instagramでの応募

1.JA きたそらちの公式アカウントをフォロー

2. プレゼントキャンペーン投稿にいいね！

3. プレゼントキャンペーン投稿に
   『３にまつわるエピソード』をコメント！

当選者にはキャンペーン終了後、
ダイレクトメッセージにてご連絡いたします。

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町字メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版
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